
社会医療法人

原土井病院

医療機関の『働き方改革』に貢献する障害者雇用

令和6年３月１３日



理 念



原土井病院グループにとって職員のみなさん一人ひとりがかけがえのない財産です。

職員みなさんの健康は、本人やその家族にとって大切なものであるであるとともに

グループにとっても貴重で、『活力のある職場づくり』の源泉となるものです。

病院理念『博愛・病める人の視点に立ったチーム医療を通じて、日本の高齢社会に貢献する』

ためには、職員のみなさんの心身の健康が欠かせません。

心身ともに健康で明るく、仕事も生活も充実させていくことが利用者のみなさんにより良い

サービスを提供し、病院の使命である地域医療・福祉の発展に繋がるものと考えています。

原土井病院グループでは、職員並びにご家族の健康づくりに取り組み、活き活きと

やりがいを持って働ける職場環境の整備を積極的に行うことを宣言致します。

2019.8 原 寛

原土井病院グループ 健康経営宣言
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健康経営優良法人認定制度

２０２０年から５年連続で認定取得 （ホワイト５００）



昭和４２年 ４月 病院開設 ３３床（一般病床）

５月 精神科１３床を追加 合計４６床

１２月 医療法人化

昭和４４年 ９月 一般病床４３床、精神科８７床 合計１３０床

昭和４８年 ７月 一般病床１２４床、精神科６０床 合計１８４床

昭和５１年 ４月 原土井病院付属高等看護学院設立

昭和５３年 ２月 一般病床１６１床、精神科９３床 合計２５４床

昭和５５年 ５月 一般病床２０３床、精神科９３床 合計２９５床

昭和６０年 ４月 一般病床４０３床 精神科病床を廃止

昭和６３年 ６月 一般病床 ５５６床

平成１３年 ４月 緩和ケア病棟 開設

平成１３年 １０月 回復期リハビリテーション病棟 開設

平成２６年 ４月 地域包括ケア病棟 開設

平成２７年 １月 社会医療法人認可

平成２８年 ２月 在宅療養後方支援病院 届出

平成２８年 ６月 日本医療機能評価機構認定取得 ３rdG ver1.1

令和 ２年１１月 みどりの介護医療院 開設（４７６床）

令和 ３年 ４月 東区地域包括支援センター 受託

令和 ５年１１月 となりの介護医療院 開設（３９６床）

原土井病院の沿革



設 立 １９６７年

病床数 ３９６床

介護医療院 １６０床

医療法人の付帯事業
へき地医療拠点病院

みどりのクリニック・みどりの介護医療院

となりの介護医療院

デイケアセンター

訪問看護リハステーション

ケアプランセンター

メディカルフィットネスあおば

みどりの在宅総合支援センター

東区第５・第１０圏域包括支援センター（福岡市から受託）

社会医療法人原土井病院の概要



原土井病院 （職員数） （2024年2月）

職 種 人 数 職 種 人 数

医 師 ３５名
（非常勤９２）

管理栄養士 ９名

看護師 ２４１名
リハビリ
スタッフ ９３名

介護士 １２３名 歯科衛生士 ７名

薬剤師 １４名 MSW ５名

放射線技師 ６名 事務 ７０名

検査技師 ９名 その他 ５３名

合計 ７５７名



玄界島診療

・週に３日 当院医師を派遣

・離島診療を実施

玄界島住民への包括的医療支援

・診療所における医療提供

・出張リハビリテーション

へき地医療
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・一般病床

・地域包括ケア病床
・回復期リハ病床
・緩和ケア病床
・訪問看護ステーション
・メディカルフィットネスあおば
・デイケアセンター
・介護医療院

原土井病院

・有料老人ホーム

「ケアレジデンス青葉」「レジデンス青葉」

「レジデンス青葉の里」「レジデンス三苫駅前」

「あっとほーむ青葉」

・グループホーム

「青葉の里」「あおば」「三苫駅前」「唐原」

・小規模多機能「みんなの家青葉の里」

・小規模多機能「みんなの家三苫駅前」

株式会社ホームケアサービス

・原看護専門学校

・原学園事業部

学校法人 原学園 ・特別養護老人ホーム
「なごみの里」

・ケアハウス 「多々良川」
・障害者支援施設
「たいようの里」

・福祉ホーム「たいようの森」
・グループホーム（障がい者）
「たいようの家」「ひだまり」

・就労者支援「ｻﾆｰｽﾎﾟｯﾄ」
・特養ｻﾃﾗｲﾄ「つくしの里」

社会福祉法人多々良福祉会

みどりの
介護医療

院

在宅療養支
援診療所
ﾎｰﾑｹｱｸﾘﾆｯｸ

在宅療養支
援診療所
みどりのク
リニック

グループ構成
グループ職員 1,100 名



グループ展開

福岡市東区を拠点に
１９箇所のネットワーク

① 住宅型有料老人ホーム
② 介護付き有料老人ホーム
③ 特別養護老人ホーム
④ ケアハウス
⑤ 小規模多機能ホーム
⑥ 介護医療院
⑦ 認知症グループオーム

社会福祉法人多々良福祉会

株式会社ホームケアサービス





障害者の雇用実績（１）

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

重度
身体障害者

4 4 3 3 2

重度以外
身体障害者

2 1 2 2 2

合計 6 5 5 5 4

重度を2ｶｳﾝﾄ
とした合計

10 9 8 8 6

2023年度現在
知的障害者、精神障害者の雇用実績はなし
重度身体障害者：看護師 2名 介護福祉士（期中退職）1名
重度以外身体障害者：介護福祉士 1名、理学療法士 1名



2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
2023年度

見込

法定雇用
障害者数

132 129 129 117 120

当院の雇用
障害者数

118 108 96 96 84

不足数 14 21 33 21 36

納付金 700,000 1,050,000 1,650,000 1,050,000 1,800,000

不足数を補うための必要人数

1～12 重度以外の身体・知的障害者および精神障害者 1名

13～24
重度身体・重度知的障害者1名 または 重度以外身体・知的障害者
および精神障害者 2名

25～36
重度身体・重度知的障害者 1名 + 重度以外 1名 または
重度以外身体・知的障害者および精神障害者 3名

障害者の雇用実績（２）



現在雇用中の障害者の勤務状況（１）

看護師 重度身体障害者（心臓機能障害）
64歳男性・常勤・勤続41年
看護助手で入職後、原看護学校で看護師
資格取得。病棟主任、手術室・外来課長
を経て、現在は医療安全管理室の責任者。
学生時代より続けてきた卓球の普及振興
に努めたとして福岡市より表彰

看護師 重度身体障害者（じん臓機能障害）
54歳女性・常勤・勤続20年
病棟主任を経て、現在は患者支援センター
で入退院支援を担当
透析治療のため、週3日程度1時間時短勤務



介護福祉士 身体障害者（心臓機能障害）
46歳男性・常勤・勤続11年
一般病棟（整形外科・44床）勤務
介護スタッフ4名で入浴・食事・排泄
介助など介護全般を担当
夜勤は行っていない

理学療法士 身体障害者（心臓機能障害）
38歳男性・常勤・勤続9年
障害者等級１級から、現在は4級へ
外来患者のリハビリを担当
2023年度健康教室副委員長
来年度よりスタッフリーダーへ昇進

現在雇用中の障害者の勤務状況（２）



障害者雇用に向けた準備

2018年10月 障害者職業生活相談員選任

2019年10月 障害者雇用 サポート交流会参加

2020年10月 障害者雇用 サポート交流会参加

2022年8～10月 福岡市立特別支援学校博多高等学園

より実習生受入を予定していたが、

コロナ感染状況悪化のため中止

2023年11月 特定医療法人財団博愛会への訪問見学

現在 福岡市立東福岡特別支援学校と実習生の

受入について調整中



課題・目標

元々、同僚の中に障害のある方が自然に勤務していた。

一方職場見学を経て、当院としても積極的な採用活動を行い、

看護・介護の現場で活躍の場を広げていく可能性や必要性を感じた

採用につなげるために

・現場スタッフの理解の醸成

忙しくて教える時間がない→障害の特徴を知るための勉強会を

実施し、受入体制を作っていく

・マニュアル作成

業務を切り出し、丁寧にマニュアル化する

・各機関との連携etc


